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秋晴れのもと

第9回オホニツクマラツン

行われる

た
ば
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し
よ
う
全
一〇
本
で
三
〇
円
、５５

年
度
で
三
、

一
五
〇
万
円
ガ
町
の
収
入
）

十
月
十

一
日
、

秋
晴

れ

の
も

と
町
教

育
委
員
会

と
町
体
育
協
会
共
催

の

「
第

九
回

オ
ホ
ー

ツ
ク

マ
ラ

ソ

ン
大
会
」

が

行

わ
れ
ま
し

た
。

今
大
会

は
、

釧
路
湿
原

マ
ラ

ツ

ン
と

日
程

が
か
さ
な

っ
た
と
は

い
た
、

釧
路
、

細
走

、
根
室
管
内

か
ら
三
百
五
十
三
人

が
参
加
、

日
頃

の
練

習

の
成
果
を

こ
の

コ
に
、

あ
る

い
は
健
康

が
て
ら

に
と
、

選

手

そ
れ
ぞ
れ

の
思

い
を
舶

に
健
脚
を
競

い
合

い
ま
し

た
。

成
績
は

つ
ぎ

の
と
お
り

で
す
。

〔小
学
男
子

の
部
と

一キ

，
メ
ー
ト

ル
・大

会
記

録
１０
分
５‐
秒
〕

▼

一
位
　
井
上
村

来

（光
岳
小

）
１１
分
２４
秒
　

▼
二
位
　
菅

谷
幸

永
（
上
尾
帆
小

）
Ｈ
分

２６
秒
　

▼
三

位
　
構
場
直
也

（別
海
中
央
小

）
Ｈ
分
３０

秒

　
▼
十
六
位
　
北
野
俊
郎

（
椋
津
小

）

‐２
分
６
秒

　
▼
十
九
位
　
関

川

仲

樹

（棟
津
小

）
１２
分

１２
秒

〔小
学
女
子

の
部
と
一キ

ロ
メ
ー
ト

ル
・大

会
記

録
７
分
噂
秒
〕
▼

一
位

　
西
原
美

智
子

⌒光
岳
小

）７
分
２‐
秒

　
▼
二
位

商
品

（
標
津
小

）７
分
４０
秒

　
▼
三
位

沢
田
仲
子
（
光
岳
小

）７
分
４７
秒

　
▼
十

一
位
　
古
川
香
代

（
標
津
小

）
８
分
２３
秒

▼
十
六
位
　
本
郷
八
重
子

（
標
津
小

）
８

分
３３
秒

（中
学
男
子

の
部
・五
キ

，
メ
ー
ト

ル

大

会
記

録
１６
分
弱
秒
）

▼

一
位
　
阿
部

一

也

（
庶
路
中

）
１６
分
４９
秒
⑤

　
▼
二
位

長

田
桐
智

（上

西
奉
別
中

）
１７
分
２８
秒

▼
三
位
　
小
野
宏
之
（
阿
寒
間
中

）
１７
分

４９
秒
　

▼
十

二
位
　
金

田
佳
之

（
標
津

中

）
１８
分

１６
秒

　
▼
十
四
位
　
今

直

樹

（標
津
中

）１８
分

１９
秒

▼
十
五
位

小
林

一
之

（古
多

様
中

）１３
分
泌
秒

（中
学
女
子

の
部

四
キ

，
メ
ー
ト

ル

大

会
記
録

１４
分
４２
秒
〕

▼

一
位
　
木
津
谷

昌
代

（
緑
中

）
１５
分
郷
秒
　

▼
二
位
　
大

門
美
香

（
上
尾
幌

中
〕
１５
分
４２
秒
　

▼
三

位
　
小
野
百
合
子

（庶
路
中

）
１５
分

５０
秒

（高
校
男
子

の
部
。十
キ

ロ
メ
ー
ト

ル

大

会
記
録
３３
分

弱
秒
〕

▼

一
位
　
九

山
忠

広

（美
幌
農
業
高

）”
分
４０
秒
　

▼
二
位

中
村
裕

司
（
標
茶
高

）鍋
分
０
秒
　

▼
三

位
　
高
橋
英
夫
（
棟
津
高

）３６
分
９
秒

（高
校
女
子

の
部

五
キ

，
メ
ー
ト

ル

大

会
記

録
１９
分
４３
秒
〕

▼

一
位

　

一
戸
苗

穂
美

（美
幌
農
業
高

）抑
分

１９
秒

　
▼
二

位
　
石
川
千
鶴

子
（中

標
津
高

）物
分
４７

秒

　
▼
三
位
　
小
針
美
智
子

（美
幌
農

　

．

業
高

）
２５
分
８
秒

（
男
子
二
十
九
歳
ま

で
の
部

・十
五
キ

ロ

メ
ー
ト

ル
・大
会
記
録
４８
分
３４
秒
〕

▼

一
位
　
岡
部
清
治

（
標
津
走
友
会

）
５‐
分

磁
秒
　

▼
二
位
　
松
林
義
則

（
釧
路
自

衛
隊

）
５３
分
２
秒
　
▼
三
位
　
岡
部
滑
弘

（標
津
走
友
会

）
Ｍ
分
７
秒

Ｔ

般
女
子

の
部

五
キ

，
メ
ー
ト

ル
・大

会
記
録

２０
分
３３
秒
）

▼

一
位
　
山
崎
静

江
（
標
津
走
友
会

）２‐
分

２４
秒
　
▼
二
位

木
下
幸
子
（
標
津
町

）２３
分
１８
秒

　
▼
三

位
　
井
洞
道
子
（
標
津
町

）
２３
分
３０
秒

（成
年
三
十
歳
代
男
子

の
部

十
キ

，
メ

ー
ト

ル

大
会
記

録
鶴
分
鶴
秒
）

▼

一

位
　
佐
藤
良
幸

（
西
春
別
駅
前
走
友
会

）

３４
分
０
秒
　

▼
二
位
　
津

留

美

良

明

（釧
路
自
衛
際

）西
分
郷
秒
　
▼
三
位

西

日
発

（
釧
路
自
衛
隊

）
３５
分
３２
秒

〔
壮
年
四
十
歳
代
男
子

の
部

五
キ

，
メ

ー
ト

ル
・大
会
記
録

１８
分
２７
秒
〕

▼

一

位
　
沢
田
清

（
清
里
町

）
１８
分
２‐
秒
③

▼
二
位
　
阪

日
良
博

（
釧
路
走
友
会

）
１８

分
２３
秒
③

　
▼
三
位
　
久

津

呂

隆

一

（別
海
町

）
１８
分
３‐
秒

（高
年
五
十
歳
代

男
子

の
部

と

一キ

ロ
メ

ー
ト

ル
〕

▼

一
位
　
高
補

正
弘
（別
保

）

１０
分

Ｈ
秒
　
▼
二
位

　
十
蟹
清

（
釧
路

市

）
１０
分
２２
秒
　
▼
三
位
　
高

田

章

平

（別
保
中
教
員

）
１２
分

５９
秒

交
通
安
全

も
な
つ
き
大
会

十
月
十
七
日
、

川
北

公
民
館
前

で
川

北
町
会
連
合
会

（
連
合
会
長
林
勇
氏

）
の

主
催

に
よ
り
、

川
北
地
区
交
通
安
全
も

ち

つ
き
大
会

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
も
ち

つ
き
大
会

に
は
、

児
童

二

百
人
、　

一
般
住
民
五
十
人

が
集

ま
り
、

）

連
合
会
長

の
あ

い
さ

つ
、

中
榛
津
警
察

署
長

の
経
語

の
あ

と
、

地
域

の
住
民

の

に
と
ん
ど
が
交
通
安
全
を
イ

っ
た
署
名

簿

が
、

町
と
中
標
津
警
禁
平

に
牡
出
さ

れ
ま
し

た
。

い
よ

い
よ
も
ち

つ
き
…
…
。

交
通
信

号
機

に
ち
な

ん
だ
青
　
黄
　
赤

の
信
号

も
ち
を
、

参
加
者
全
員

で
交
通
安
全

の

願

い
を

こ
め
て

つ
き
ま
し

た
。

つ
き

た

て
の
信
号
も
ち
は
、

お
母
さ
ん
た
ち

の

手

で
九

か
ら
れ
全
員

に
配
ら
れ
ま
し
た
。

ま

た
、

公
民
館
前

の
出
路

で
は
、

川
北

女
性
ド
ラ
イ

パ
ー
ク
ラ
ブ

の
み
な
さ
ん

が
、

通
行
■
輛

に

つ
き

た
て
の
信
号
も

ち
を
波
じ
　
交
通
安
全
を
呼

び
か
け

て

い
ま
し

た
。

1田衰で働き 楽 ししヽ家庭をつ<り ましよう
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サ
ケ
・マ
ス
モ
デ
ル
基
地

実
現
に
協
力
要
請

卜
川
―
二
　
十
四

の
両

Ｈ
、

サ

ケ

マ
ス
資
源

の
町
殖
な
ど
標
津
川
流
域

の

多

日
的
利
用
を
策
定
す

る
た
め
道

に
お

い
て
設
置
さ
れ
た
標
津
川
関
連
開
発
事

業
推
進
調
査
委
員
会

（
委
員
長
　
岸
カ

北
大

教
授

）
が
現
地
を
れ
察

し
、

打
合

会
議
を

開
き
ま
し
た
。

十
三
日
、

標
津
川
捕
獲
場

、
伊
茶
仁

蓄
養

池
な
ど
を
祝
察
し

た
あ

と
、

標
津

漁
協

で
管

内
サ

ケ
　

マ
ス
資
源
対
策
協

昭和56年度

交通安全功労者

知事感謝状

山本司氏受賞

交
通
安
全
功
労
者
知
事
感
謝
状
は
、

本
道

の
変
通
安
全

の
推
進
ま
た
は
交
通

■
故
防
止

の
た
め
街
頭
指
導

や
地
域
活

動
な
ど

の
実
践
活
動
を
行

っ
た
交
通
安

全
指
導
Ｈ
お
よ

び
交
通
安
全
奉
仕
貝

に

接
与

さ
れ
る
も

の
で
、

本
町

か
ら
は
山

本

司
氏

⌒字
川
北
寿
町

）
が
安
賞
さ
れ

ま
し

た
。

山
本
氏

は
、

昭
和
四
十
年
度

か
ら
現

在
ま

で
十
六
年
間
　
町

の
交

通
安
全
指

導

員
と
し

て
交
通
安
全

の
推
進

に
寄
与

し

た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
　
昭

和

四
十
六
年
度

か
ら
は
、

標
津
町
交
通

安
全
指
導
員
協
議
会

の
副
会
長

と
し

て

現
在

に
至

っ
て

い
ま
す

。

一

機
会

（
谷
内

―――
進
会
ｌｔ

）
の
関
係
者
と

恐
談
を
し
　
同
協
議
会

は

一
昨
年

か
ら

打
ち
出
し

て

い
る
標
津
川
サ

ケ
　

マ
ス

『
殖

モ
デ

ル
基
地
構
想
を
説
明
、

実
現

へ
の
協
力
を
強
く
要
請
し
ま
し

た
。

こ
の
構
恕

は
　
親
魚

の
捕
控
か
ら
幼

魚

の
放

流

に
と
ど
ま
ら
ず
、

研
究
、

観

察

も

で
き

る
総
合

セ

ン
タ
ー
を
今
年
完

成

し
た
標
津
川
輛
獲
場

の
魚
止

め
施

設

を
中

心

に
昭
和

六
十
年
ま

で
に
建
般
す

る
も

の
で
す
。

同
委
員
会

の
調
査

は
、

直
接

モ
デ

ル

基
地
構
想

に
運
動
す

る
も

の
で
は
な

い

が
、

年
度
内

に
ま
と
ま
る
調
査
結

果
は

気

に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

「
も

の
を
た

い
せ

つ
に
す

る
」
と
と

も

に

「
も

の
を
活

か
し
て
使
う
」

こ

と
を
考

え
ま
し

ょ
う
。

「
も

の
を

た

い
せ

つ
に
す

る
」
、
「
も

の
を
活

か
し

て
使
う
」

こ
と
は
、

心
と

く
ら
し
を
豊

か

に
し
ま
す
。

み
な
さ
ん

の
家
庭

で
、

″
小

さ

く

な

っ
て
使

え
な

い
″

″
新

し
く
買

い
換

え

た
イ

″
同
じ
も

の
が
二

つ
あ

る
ク

な

ど

で
特

て
る
に
は
も

っ
た

い
な

い
と

い
う

も

の
が
あ

る
と
思

い
ま
す
。

標
津

町
新

生
活
運
動
推
進
本
部
で
は
、

こ
の
よ
う
な
品
物
を

お
寄

せ
い
た
だ
き
、

欲
し

い
人

に
差
し
あ
げ
る
た
め
リ
サ
イ

ク

ル
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

品
物
を

お
寄

せ
く
だ
さ
る
方
、

欲
し

い
方

は

つ
ぎ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

新
生
活
通
動
推
進
事
務
局
　
役
場
住
民

福
祉
課
住
民
活
動
推
進
係

遠
皆
委
員

　

（
標
沖

）
長
谷
貞
子
②

２

６
１
９
　
進
藤
礼
子
②

２
５
７
３
　

一
一

■
忠
子
②

３
４
０
１
　

虫
小田
幸
子
②

２

７
７
１

　

（
茶
志
骨

）
竹
野
和
子
②

２

９
２
２
　

山
や

チ

エ
子
②

２
９
５
８

（住
吉
町

）
辻
松
野
②

３
１
４
１
　

（
束

一

浜
町
）
本
社

シ
ヶ
②
２
２
４
１
　

⌒忠

類
）
柴
口
僧
千
④
２
４
５
１
　
花
ロ
セ

エ
子
④
２
１
３
０
　

（薫
別
）
大
角
ミ

ョ
④
２
２
１
３
　
工
藤
君
江
④
２
０
１

１
　
（川
北
）
浜
尾
己
恵
子
⑤
２
５
６

６
　
佐

々
木
笑
⑤

２
１
５
６

　

（
北
標

津

）
響
幸
江
⑤

２
４
４
６
　

（
古
多
様

）

回
村
君
江
④

２
２
４
１
　

川
瀬

ミ
サ

ラ

④

２
２
４
２
　

藤
巻
キ

ミ
④

２
４
６
０

金
婚
お
め
で
と
う

ご
さ
い
ま
す

町
内
六
組
を
祝
賀

夫
婦

と
語
と
友
人

は
、

古
け
れ
ば
古

い
ほ
ど
味
わ

い
が
よ

い
と

い
い
ま
す
。

金
婚
…
…
…

、
私
た
ち

の
平
均
却
命

が
伸

び
た
と
は

い
っ
て
も
、

夫
婦
が
お

互

い
に
そ
ろ

っ
て
五
十
年
も
の
あ

い
だ
、

一
緒

に
過

ご
す

と

い
う

こ
と
は
、

戦
中

戦
後

の
貧
し

い
衣
食
住
環
境
を
克
取

し
、

さ
ら

に
子
沢
山

の
家
庭

が
多

か

っ

た
中

、
大
変

な

こ
と

だ

っ
た
と
思

い
ま

ま
す
。

そ

の
金
婚

の
式
を
今
年

は
町
内
六
組

の
ご
夫
婦

が
迎
え
ま
し

た
。

町
で
は
、

十
月
ｉ
Ｈ

「
金
嫌
を
祝
う
会
」
を
は
し

六
組

の
ご
夫
婦
を
招
待

し
ま
し

た
。

あ

い
さ

つ
で
小
野
町
長

は

「
こ
れ
か
ら

の

ご
生
涯
も
、

ま
す

ま
す

お
む

つ
ま
し
く
、

楽
し
く
お
迫

ご
し
く
だ
さ

い
」
と
お
祝

い

の

こ
と

ば

を

述

べ
ま

し

た

．

祝

宴

で

は

　

尺

人

の

故

楽

が

あ

り

自

分

た

ち

の

郷

土

の

民

話

を

け

ク

エ

ス

ト

し

た

り

、

結

婚

当

時

の

話

し

に

花

を

吹

か

せ

て

い
ま

し

た

。

金

持

を

迎

え

た

方

々

●
中

　

川

　

定

　

一
さ

ん

７８

茂

栄

　

町

花

　

さ
れ

姥

残

●
島

　

山

　

是

　

秀

≡
４

７５
歳

双

業

町

キ

　

ク

声
、
６８

歳

●

小

　

野

　

革

四

郎

≡
４

７８

放

忠

　

鞭

シ

ュ

ン
ょ
、４

６８

茂

■

一
一　

船

　

義

　

雄

ｉ
ｆ

７２

歳

斎

　

別

チ

　

ェ
さ

４

６７

歳

●
加

　

瀬

　

反

次

郎

さ
４

７７

炭

崎

無

共

と

　

し

さ
ん

７０

歳

●

長

谷

川

　

山石
次

郎

さ
ん

７５

残

土

（
米

町

ッ

ト

ェ
が

６７

茂

り運動

をすすめよう

住みよい

今
月
は
固
定
資
産
税
三
期
（最
終
）
の
納
期
で
す
　
納
期
内
に
売
納
を

自然を愛 じ 美 ししヽ郷上をつくりましょう
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▲自由参力B

）　　　　）

10月 9日 と11日の 2日 間、押日し中学校をメーン会場に、第9

回標津町農業無ガ行われました。

9日 は、各福野菜 `果物の受売り、牛肉の原価即売、牛乳の

廉価販売、牛乳消費拡大料理実演嵐食会、歓総 ・オリジナル演

芸ショーガ行われ、約700人の人出でにさわいました。

11日は、各地区営農推進組含対抗の第4口 農民運動会ガ行わ

れ、茶志骨地区曽農推進組含ガ優勝し、二位は北標津地区営農

推進組合、三位は古多糠地区営農推進組合でした。

昼食時には、牛肉の嵐食会や、トラクターによる農作業事故

を最少限に食いとめるためのエンジンストッパー実演会も行わ

▲エンジンストッパー実演会

▼窮踊 】ヒ標津右雲会

れました。

▲舞踊 古多糠韓

▲寸劇 震業改良普及所職員

▼魔術人削 8切 り 古多糠首年部

たがしヽに動け合い 暖 かい社会をつ<り ましょう
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第9回

昭
和
五
十
六
年
度
住
宅
金
融
公
庫
第
二
回
個
人
向
け
融
資
申
込
受
付
は
十

一
月
十
九
日
ま
で
で
す

く執: 1 ,■ ― マイク'十1 ,■■すt i t iと わヽ■i r ,

▼寺年下のすj●わヨ ーJ―

―|・稼1宇
:|す0
転 遠摯】

▲とヨ|チⅢFす |!Ⅲ “| 十 11,コ

▲■合 ほ
'「|■| ▲野 菜 l i叫力' 1‖ | |

bを 豊か に し 文 化 な高 め ま しよう



発 176号 広 報 し べ つ 昭禾056年 11円 4日

望
ケ
丘
団
地
・弥
栄
町
団
地

町

で
は
　

昭
和
ｉ
十
六
年
度

の
宅
地

方
譲
を
し
ま
す
。

購

入

の
条
件

●
標
汁
町

に
属
住

　
ま

た
は
府
仁
し
よ

う

と
す

る
方

で
　
は
か
に
住
宅

の
在

泄
で
き
る
川
地
を
所
行

し
て

い
な

い

方

。

●
契
約

日
か
ら
ｉ
年
以
内

（弥
栄
町
団

地
は
ｉ
年
以
内

）
に
、

自
己
所
右

の

住
宅
を
建
設
す

る
方
。

売

り
払

い
価
格

お
よ
び
面
積

●
】

ケ
Ｆ
阿
地

一
区

１１１１１

，
〇
六
坪
か
ら

一
七
四
坪

の

四
十
六
区
画

で
、

坪
当

り
価
格

は
ｉ

万
三
千
ｔ
ｒｆ
円

か
ら
二
万
四
千
八
下

円

で
す
。

●
泳
栄
ｌｕｒ
町
地

一
に
向
九
九
坪
か
ら

一
ｉ
六
坪

の
十

■
に

Ｆ‐ｒ‐１

で
　
坪
当

り
価
格

は
■
万
円

千
人
ｒｉ
ＰＪ

で
す
。

な
お
　
各
同
地
と
も
現
状
で
売
り
払

い
い
た
し
ま
す

。

代
金
納
入

の
方
法

打
払

い
と
分
抑
払

い
が
あ
り
ま
す
。

分
仰
払

い
は

　

ｉ
午
側
は
で
利
忠

と

し

て
十
九

パ
ー

セ

ン
ト

が
代
金

に
含

ま

れ

ま

す

．

そ

の

他

購

入

希

望

者

が
多

数

の

と

き

は

、

抽

せ

ん

に

よ

り

決

定

し

ま

す

。

町

で

は

、

キ

分

の
―１１１

宅

地

分

醍

の
計

十‐‐‐‐

を

い
た

し

ま

せ

ん

の

で

、

こ

の
機

会

を

逃

が

す

こ
と

が

な

い
よ

う

お

知

ら

せ

い
た

し

ま

す

。

な

お

、

詳

細

に

つ
き

ま

し

て

は

、

後

日
新

聞

チ

ラ

ン

な

ど

で

お

知

ら

せ

い
た

し

ま

す

が

　

こ

の
問

の

洋

し

い

こ

と

は

付

財

係

へ
お

問

い
作

わ

せ

願

い
ま

す

。

ゝ

邸
勧

十

一
月
五
日
の
川
北
地
区
健
康
相
談
を
川
北
公
民
館
か
ら
川
北
町
内
会
館
に
変
更
し
ま
し
た

本
年
建
設
の
公
営
住
宅

入
居
者
を
募
集

町
で
は
、

今
年
度
荘
渋
中
の
公
十
付

宅
卜
ｉ
戸
の
人
用
者
を
舛
来
し
て
い
―

す
。

町
営
住
宅

住
所
　
宇
標
汁

一　
一■
●
の
　

！―‐ｔｉ

″
　
　
■

一
つ
の
　
！
ｉ

同
地
名
　
蘇
町
団
地

朴
辻
　
ｍ
坊
耐
大
辻
十
家
牲

而
樹
　
」↑
（
　
一
ｉ
平
方
メ
ー
ト
ル

価

別

　

一一
Ｌ

Ｄ

Ｋ

家

賃

　

一
一方

一
十

円

（
【

額

）

募

柴

声

数

　

四

声

道

営

福

祉

住

宅

住

所

　

午

標

汁

一
ｉ

一０

の

一
０
四

〇
ｉ

一０
の

一

北
方
領
土
小
公
園

名
称
決
ま
る

町

総

務

操

で

募

来

し

て

い
た

北

方

欲

ｉ

小

公

側

の
名

称

が

，
北

の

広

場

″

に

決

ま

り

ま

し

た

。

ほ

募

数

は

四

十

七

点

あ

り

、

北

方

領

土

に

ち

な

ん

だ

も

の

が

多

く

と

く

に

、

町

民

に
規

し

ま

れ

る

名

称

と

い
う

こ

と

で
　

掟

谷

部

来

幸

さ

ん

（
午

川

北

）

か

ら

寄

せ

ら

れ

た

″
北

の
広

場

々

に
決

定

し

ま

し

た

。

多

数

の

は

募

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い
ま

し

た

。

団
地
名
　
緑
町
田
地

構
造
　
前
易
耐
火
辻
■
家
程

両
殺
　
」↑

∵

山

一■
方

メ
ー
ト

ル

符
別
　
　
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家

賃
　
一
一万
七
千
円

一
川
佃

≡

募
集

戸
数

　

仝
″

入
居
時
期
　
十

一
月
下
句

寡
鼻
期
限
　
十
　
用
ｈ

川
内

申

し
込
み
方
法

中
込
■

に
給
↓
＝
明
■
を
添

え
て
伐

功
総
務
訳

に
性
出
し

て
く

だ
さ

い
．

中
込
羊

は
役
場
総
務

課
に
あ
り
ま
す
．

※
辞
し
く
は
総
務
課
待
財
係

へ
ど
う
ぞ
．

望 ケ 丘 団地

へ

子どもの夢を育て 平 不Bな町をつ<り ましcrう
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きちんと保管しよう

イ
，

イ
ト

た

は
　

午

令

子

峡

を

き

ち

ん

と

保

付

し

て

い
ま

す

か

ぃ

こ

の
子

帳

に

は

、

古

の
回

民

年

令

手

峡

と

、

数

年

前

か

ら

発

行

さ

れ

た

国

民

午

今

、

厚

生

午

令

保

険

　

船

貝

保

険

に

よ

適

す

る

新

し

い
年

を

子

は

と

の

一

通

り

が

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の
子

峡

に

は

　

ｉｌｉｌｌ

庄

ご

と

の

記

サ

析

サ

　

氏

名

　

住

所

　

に

保

険

者

の
加

入

記

録

な

ど

が

記

入

さ

れ

、

ん

な

た

が

公

的

年

金

に
加

入

し

た

こ

と

を

証

明

す

る

大

切

な

も

の

で

す

。

こ

の
子

峡

は

　

あ

な

た

が

■

令

を

受

け

る

と

き

　

住

宅

融

資

を

受

け

る

と
き

必

す

批

■

を

求

め

ら

れ

ま

す

か

ら

、

く

れ

ぐ

れ

も

大

切

に

保

神

し

て
く

だ
さ

い
。

ま

た

　

■

令

に

つ

い
て

の
開

い
合

わ

せ

な

ど

に

は

　

こ

の
子

峡

の
た

，

舟

け

が

必

要

で

す

か

ら

　

お

忘

れ

な

く

！

も

し

　

チ

帳

を

紛

失

し

た

り

、

Ｌ

い

た

り

　

ひ

ど

く

汚

し

た
り

し

た
と
き

は

す

ぐ

に
従

場

田

民

午

令

係

へ
　

ぃ

交

付

力

巾

前

を

し

て

く

だ

さ

い
。

五
歳
以
上
対
象

満
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
　
無
料

で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
れ
を
行

い
ま
す
。

た
だ
し
、

次
の
よ
う
な
方
は

核
怖
を
受
け
れ
ま
せ
ん
。

●
発
熱
忠
イ
　
ま
た
は
著
し
い
栄
養
怖

卒
者
　
●
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
、

ま
た

は
た
ま
ご
に
対
し
て
過
敏
性
体
質
者

●
心
臓
血
管
系
疾
思
、

活
険
疾
患
　
肝

陰
疾
思
者
　
●
妊
婦
期
に
あ
る
者

な
お
　
保
育
児
　
田
児
　
学
童
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
　
幼
雅
田
　
学
校

で
被
打
を
行
い
ま
す
。

十
五
歳
以
上
対
象

十

一
月
九
、

十

十

一
日
の
二
日
間

満
十
ｉ
機
以
■
の
方
を
対
象
に
無
料
健

太
φ
断

⌒加
部
レ
ン
ト
ダ
ン
搬
形
　
ｈ

庄
測
定
）
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
　
今

■
れ
暁
な
ど
で
枚
診
を
受
け
た
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、

十

一
月
九
日
の
標
津
町
中
央

公
民
揃
前
に
限
り
、　

工
Ｌ
ノ
コ
ッ
ク
ス

症
健
康
φ
断
も
行
い
ま
す
の
で
　
こ
の

機
会
に
足
非
枚
杢
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

年金手帳

インフサレエンザ予防接種日程表程診検

健
康
相
談
国

十

一
月
十
二
、　

一十
七
日
、

午
前
九
時
か
ら
年
後
三
時
ま
で
、

役
場
健
康
相
談
室
（基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

一
歳
か
ら
三
歳

ま
で
の
幼
児

昭
和
五
十
ｉ
年
十
ｉ
月

一
日
か
ら
昭

和
五
十
五
年
十
ｉ
”
■
田
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児
で
保
持
所
に
行
っ
て
い
な
い

方
を
対
象
に
フ
ッ
ネ
４
打
を
行
い
ま
す
。

●
十

一
月
十
九
、

一
十
　
一
十
九
　
二

十
六
、

二
十
日
の
五
日
間

中
央
公
民
館

●
十

一
月
六
　
十
　
十

一
日
の
工
Ｈ
問

川
北
町
内
会
付

時
間
は
　
年
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

と
　
午
後

一
時
か
ら
午
後

一時
ま
で
で

す
。

限序岬峰寺”は中蜘〕水包

年
末
に
な
る
と
し
尿
の
く
み
取
り
希

】
が
殺
到
し
　
午
内
に
く
み
収
り
が
で

き
す
年
を
越
す
家
に
が
あ
り
ま
す
．

今
年
は
　
こ
の
よ
う
な
く
み
取
り
作

業
の
集
中
を
避
け
る
た
め
　
年
内
く
み

取
り
を
希
】
す
る
方
は
十

一
月
二
十

一

」１
ま
で
に
役
場
保
健
環
境
謀
環
境
美
化

係
に
中
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

川
――
を
過
ま
た
中
し
込
み
に
つ
い
て

は
　
年
内
く
み
取
り
は
で
き
ま
せ
た
．

実施場所
同

Ｈ

口

朝

あ

の

日

日知
期

分

の
い+   ‖ll

茶志骨
パイロント保育所

11'〕17[i 12月 15日 15:20～ 15:40

養別実落センター 11,12011 12月 18日 15t10～ 15:30

上古 多様小学校 11サ118日 12,1 16 FI 10:50～ 11:00

"北 公 民 館 11'J1911 12ナJ17 El 9'30ヽ 1010()

古 多 様 保 青 所 11ナ12111 12月 19日 10t40-11:00

北 標 津 小 中学校 11)1 21 Ll 12月 19日 11120～ 1lt50

浜古 多様坂 口宅 11月20日 12月 18日 14:40～ 15:00

伊茶仁部 落全髄 11テJ20H 12月 18日 14:00～ 14'20

中 央 公 民 館 11月20ロ 12月18日 13119-13:40

忠 類 小 学 校 11)118日 12月 16日 11130～ 11150

インフルエンザ予防校格は2回受1,なけIJ工予llJ効果がありません

lj ll 地 区   究 施 場 所 Hキ   ‖11

‐‐

月

９

日

f京,L市 街 標  '‖  i‖  防  署  ,1 9:40～ 10:00

t e Lぉキ‖i街 中 りt公 民 館 n i 10:10～ 13100

上古 多様 松   ド   宅 13:40～ 14100

i 市ヽ 夕練 保 控 札'祖 :館 前 14:10～ 14

市 古 多様 1」 村  1 1  宅  前 14:40～ 15:00

新 古 夕様 斯 ■ 多 l l t河!落 会 館 前 15110～ 15:30

古多様市街 Pf夕 相【rL析改半センター前 15t40～ 16t20

1 1
サj
10
ti

本 志  骨 ,茶志‖!LIF故羊センター前 10100～ 10:30

l _茶 志 骨 令  !Ⅲ 和  夫  名  前 10t40～ 11:10

茶志骨パイロット 茶 志行バイロット開拓婦人ホーム前 11:30～ 12:00

西 北 標 津 Ⅲ埼 北 標 出!部 落 会 館 前 13:40～ 14:00

北 標 津 北 標 i l林 Xセ ン ター 前 14:10～ 14:30

天 " l  Jい 束 】1北 部 落 会 館 前 14:40～ 15:00

" l Jヒ〒i街 )北 公 民 館 前 15:10～ 16:1

高 川 Jし l t 4川 北 部 落 会 館 前 10!00～ lll:20

)北 市 街 )北 !‖ 防 会 館 前 10:30～ 11130

川 J r  t t i街'北 公 民 館 前 11:40～ 13:00

標 津 市 街 Ⅲ受   場    前 13:30～

標 津 市 街 中 央  公  民  館  前 14:40～ 15:40

標 注 市 街 藤  本  降  宅  前 15:50～ 16:30
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標津町表彰式

と き :S5614四 Q

ところ :標津団中央公民館

標津□の経済 社 会 瑠 ヒなどの発展に顕

著谷功績のあつた方、または、他の範とな

る籍 子のあつた方の業績をたたえ表彰しま

す。
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役場窓□から

13月lg昌釜の
届け出分です

お誕生おめでとう

父の氏名   続 柄 子 の名  住  所

棚 橋   忠  2男  庸   緑  町

邦 須  吉  美  長 女 美 奈子  伊 茶 仁

長谷川 正 行 2男   後    'い 上 町

合 凹  幸  七  2男  尚  弘   茶 志骨P

岩 岡  康  人  長 女  恵    双 葉 町

加 藤  勇  一  長 女 早  苗   共 栄 町

松 実  吉  計  長 男 阿, 弘  栄  町

いつまでもお幸せに

夫の氏名    掌 の氏名   住  所

上 回 頼 和 横 山 秀 子 旭  町

昌 山 健 一 大 石 拓 代 桜 木 町

おくやみ申し上げます

氏  名     住  所     年 齢

中 山  喜  蔵   北 "1北     78

森   龍  蔵   寿   町     72

和 国 定 雄  双 葉 町   7 4

町民交通傷書保険ほ
カロ入しましょう

掛金 :1□ 年間480円(1人 2□ まで)

保険金 :死 亡時で80万円(1□ につき)

●役場総務課と'日し公民館で受付けいたしま

す。いつでもIB入できます。
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義 夫   工 芳
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11・12月の 不 燃 物 収 集

町 政 1411a

苦情・要望の窓□です

「町政について苦情や要望 意 見があるのだが、4隻場

のどの係に話してよいのかわからない」という方がい

ると思しヽます。このような時は、役場を呼び出し、交

換手に 「町政110番Jと め告げください。

みなさんのお役に立つよう務めます。

標津町だよl‐14周19日」2月10日NHK総 合テレビ(午前8時14分から)NHKラ ジオ釧幡第4放送(午後3皓56分から)


